
 

 
 

長寿医療研究開発費 平成２４年度 総括研究報告（総合報告） 

 

老化及び老年病に関する長期縦断疫学研究（23-33) 

 

主任研究者 下方 浩史 国立長寿医療研究センター 予防開発部長  

 

 研究要旨  

 ２年間全体について  

 日本人の老化および老年病に関する詳細な縦断的基礎データを収集蓄積し、老化お

よび老年病に関する危険因子を解明して、高齢者の心身の健康を守り、老年病を予防

する方法を見いだすことを目的に研究を行っている。研究の主体は基幹施設である国

立長寿医療研究センターで無作為抽出された地域住民を対象として行ってきた「国立

長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）」である。

NILS-LSA は国立長寿医療センターで平成 9 年 11 月より開始され２年ごとに追跡さ

れている大規模な施設型の疫学研究である。対象は無作為抽出された地域住民であり、

平成 22 年７月に開始した第７次調査を平成 24 年 7 月末に 2,330 人の調査で終えた。

頭部 MRI、腹部 CT、骨密度検査、心臓・頸動脈超音波断層、栄養調査、心理調査、

身体活動および運動機能調査などを含む千項目以上にも及ぶ老化関連の検査・調査を

実施した。本研究ではさらに基幹施設での調査だけでなく、東京都健康長寿医療セン

ターなど全国の老化・老年病を専門とする分担研究者と協力し、都市と農村や離島、

地域・文化による老化の進行の比較研究、集団の質による差の縦断的検討、地域にお

ける老年病罹患の実態把握と介入効果の検討、重要ではあるが特殊な診断技術や方法

論を必要とする神経学的検査所見の縦断的研究など、基幹施設での調査研究を補完す

る検討も行っている。  

 平成 23 年度について  

 ①NILS-LSA では平成 20 年 7 月に開始した第７次調査を昨年度に引き続き実施し

た。平成 24 年 3 月末までに 1,977 人の調査を終えている。終了した第 1 次から 6 次

調査までの調査結果を性・年代別のモノグラフとしてインターネット上で公開した。

平成 23 年 7 月までの第 7 次調査の中間データについてもデータ確認および修正を行

い、インターネット上にモノグラフを公開した。班員による分担研究は、②農村の地

域高齢者における追跡研究では、加齢に伴う生活機能の変化を長期的にとらえ生活機

能の低下に関連する要因を探ることを目的に検討し、男性では歩行能力に問題がある

こと，女性では子供や孫などと同居していることが高次生活機能の低下に関連してい

ることを明らかにした。③地域在住高齢者の介護予防を目的とした縦断研究の内灘町

研究では約 3,000 人を対象として介護予防事業の有効性につき検討を進めている。④
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10 年間の延べ 24 万人の健診データから体脂肪率の縦断的加齢変化を求めた。さらに

BMI による判定では肥満がなくても体脂肪率が高い隠れ肥満では糖尿病のリスクが

高くなっていたが、高齢者ではその傾向が小さくなっていることも明らかにした。⑤

離島在住中高齢者の認知機能・神経学的所見の追跡調査を実施するとともに「もの忘

れ “予防 ”教室」を実施して介入を行った。  

 平成 24 年度について  

 ①NILS-LSA では平成 22 年 7 月に開始した第７次調査を引き続き実施し、平成 24

年 7 月末に 2,330 人の調査を終えた。すでに第 1 次から 6 次調査までの調査結果を性・

年代別のモノグラフとしてインターネット上で公開しているが、終了した第 7 次調査

のデータについてもデータ確認および修正を行い、インターネット上にモノグラフを

公開した。班員による分担研究は、②農村の地域高齢者における追跡研究では、男性

で 1km 歩行機能が有意に関連することが示され、男性における高次生活機能の維持

には特に歩行能力が重要であることが明らかになった。③地域在住高齢者の介護予防

を目的とした縦断研究の内灘町研究では、独り暮らし高齢者は、高齢、認知機能低下、

高齢者夫婦世帯例は高齢、手段的・社会的 ADL 低下、糖尿病既往歴、低アルブミン

血症が要支援・要介護認定に対する独立有意関与因子となっていた。④生活習慣病有

病率がこの 12 年間でどのように変動しているかを明らかにするため約 9 万人の大規

模健診データを用いて検討した。高血圧症有病率は男女とも若年でも高齢でも有病率

はこの 12 年で大きく低下していた。一方、糖尿病は若年、高齢ともわずかに有病率

は増加し、脂質異常症は有病率がわずかに低下していた。⑤離島在住中高齢者の認知

機能・神経学的所見の追跡調査では、MMSE で検出できない早期の注意・遂行機能

の低下を検出することが可能であった。  

 

 主任研究者  

  下方浩史  国立長寿医療研究センター 予防開発部長  

 分 担 研 究 者  

  森本茂人  金沢医科大学 教授  

  吉田英世  東京都健康長寿医療センター 研究副部長  

  葛谷雅文  名古屋大学医学部 教授  

  中川正法  京都府立医科大学 教授  

  安藤富士子  愛知淑徳大学 教授  

 

Ａ．研究目的  

 本研究は、老化および老年病罹患状況に関する詳細な縦断的基礎データを収集蓄積

し、日本人の老化像を明らかにすることで、老化および老年病に関する危険因子の解
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明ならびに高齢者の心身の健康を守り老年病を予防する方法を見いだすための基盤

とすることを目的としている。  

 

Ｂ．研究方法  

 ２年間全体について  

 研究の中心は、無作為抽出された地域住民を対象とした「国立長寿医療研究センタ

ー・老化に関する長期縦断疫学研究 (NILS-LSA)」である。本研究では、東京都健康

長寿医療センターなど全国の老化・老年病を専門とする分担研究者と協力し、都市と

農村や離島、地域・文化による老化の進行の比較研究、集団の質による差の縦断的検

討、地域における老年病罹患の実態把握、特殊な診断技術や方法論を必要とする神経

学的検査所見の縦断的研究など、基幹施設での調査研究を補完する検討も行った。  

 平成 23 年度について  

①国立長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫学研究（ NILS-LSA）：

NILS-LSA は平成 9 年 11 月に開始した。対象は性年齢別に層化無作為抽出された地

域住民（観察開始時年齢が 40 歳～79 歳）であり、一日 7 人に頭部 MRI、二重Ｘ線吸

収検査（DXA）、腹部 CT、心臓超音波断層、頸動脈エコー、写真撮影を併用した栄養

調査、各種心理調査、運動機能調査などを含む数千項目以上にも及ぶ検査・調査を年

間を通して行ってきた。平成 11 年度に 2,267 人のコホートを完成させ、新たな参加

者を加えながら 2 年ごとの繰り返し調査を行ってきた。追跡中のドロップアウトは、

同じ人数の新たな補充を行い、定常状態として約 2,300 人のダイナミックコホートと

することを目指した。この NILS-LSA のデータを用いて、老化、老年病に関連する

様々な解析を行った。  

②地域高齢者における高次生活機能低下の関連要因の検討：東北農村部に在住する高

齢者を対象に追跡調査を実施した。本研究では、ベースラインより 3 年後の高次生活

機能低下の関連要因について検討した。高次生活機能の指標としては老研式活動能力

指標を用いた。本研究では 2009 年をベースライン、2012 年を追跡時とした。  

③内灘町研究－高齢者の介護予防の方策に関する疫学的研究：内灘町における地域在

住高齢者 3,116 例における現行の介護予防事業の有効性につき検討した。  

④隠れ肥満と生活習慣病に関する 10 年間の縦断的解析：隠れ肥満の年代別、出生コ

ホート別の有病率ならびに縦断調査を基にした隠れ肥満の高血圧、糖尿病、脂質異常

症発症リスクとの関連を明らかにする目的で、大規模健診受診者の 10 年間のデータ

を使用し解析した。対象は 2000 年から 2009 年にわたる 10 年間に人間ドック受診歴

があった男性 52,096 人（平均受診回数：3.07 + 2.62(SD)）、女性 31,381 人（平均受

診回数：2.77 + 2.38(SD)）、初診時の平均年齢は男性  46.2±9.7 歳、女性  44.9±10.1

歳である。隠れ肥満の定義は BMI が 25kg/m2 未満で体脂肪率が男性 20%以上、女性
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30%以上とした。  

⑤地域在宅中高齢者の認知機能・神経学的所見の長期縦断研究：奄美大島 K 町住民の

50 歳以上 65 歳未満を対象に神経心理検査と神経学的診察を中心とした検診（頭部

CT 検査を含む）および予防的介入を行い、生活習慣を含めた行動変容を促し、MCI

から認知症へ進行する要因を解析した。この 3 年間の健診参加者は 92 人であり、65

歳以上と重複受診者を除く 74 人（男 35 人、女 39 人）について解析した。  

 平成 24 年度について  

①国立長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）：前年

度に引き続いて、NILS-LSA の 15 年間にわたる参加者総数 3,983 人、延べ参加者数

16,338 人の調査結果を基に、老化、老年病に関連する様々な解析を行った。  

②地域高齢者における高次生活機能低下の関連要因の検討：東北農村部に在住する高

齢者を対象に追跡調査を実施した。本研究では、ベースラインより 3 年後の高次生活

機能低下の関連要因について検討した。高次生活機能の指標としては老研式活動能力

指標を用いた。本研究では 2009 年をベースライン、2012 年を追跡時とした。  

③地域在住高齢者の世帯形態別の要支援要介護認定と生活機能との関連：石川県Ｕ町

における平成 20 年度の匿名化生活機能評価基本チェックリストデータ、健康診査デ

ータを有する地域在住高齢者 1,091 例における平成 23 年度までの 3 年間の要支援・

要介護認定に対する独立有意関与因子につき、独り暮らし、高齢者夫婦、その他の 3

世帯形態別に検討した。  

④生活習慣病有病率の 12 年間の縦断的解析：この 12 年間で高血圧症、糖尿病、脂質

異常症などの生活習慣病の性別・年齢別の有病率がどのように変動しているかを明ら

かにすることを目的に約 9 万人の大規模健診データを用いて検討した。対象は 2000

年から 2011 年にまでの 12 年間に人間ドック受診歴があった男性 57,249 人（平均受

診回数：3.26 + 2.91(SD)）、女性 34,884 人（平均受診回数：2.93 + 2.64）である。  

⑤地域在宅中高齢者の認知機能・神経学的所見の長期縦断研究：奄美大島 K 町住民の

50 歳以上 65 歳未満を対象に神経心理検査と神経学的診察を中心とした検診（頭部

CT 検査を含む）および予防的介入を前年度に引き続いて行った。健診参加者は 134

人であり、65 歳以上と重複受診者を除く 80 人（男 39 人，女 41 人）について解析し

た。  

（倫理面への配慮） 

 基 幹研 究 である「老 化 に関する長 期縦 断 疫学 研究」については、国 立長 寿 医療 研究センタ

ーにおける倫理委員会での研究実施の承認を受け、「疫学的研究に関する倫理指針」および、

「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」を遵守し、対象者全員に半日間の調査説明

を行 い、対 象 者 自 身 に経 済 的 負 担 を一 切 かけないこと、検 査 を拒 否 した場 合 でもいかなる不

利益も被らないとの説明を行い、インフォームドコンセントを得て調査を実施している（承認書の
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写しを添付）。人間ドック受診者に関しては、個人名や住所など識別データをファイルにしない

など個 人 のデータの秘 密 保 護 に関 して十 分 に配 慮 し、研 究 を実 施 している。また分 担 研 究 で

のフィールド調査では個々の研究者がその責任において、それぞれのフィールドで、自由意 志

での参 加 、個 人 の秘 密 の保 護 など被 験 者 に対 して十 分 な説 明 を行 い、文 書 での合 意 を得 た

上で、倫理面での配慮を行って調査を実施している。 

 

Ｃ．研究結果  

 平成 23 年度について  

①国立長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）：平成

20 年 7 月に開始した第７次調査を昨年度に引き続き実施した。平成 24 年 3 月末まで

に 1,977 人の調査を終えている。終了した第 1 次から 6 次調査までの調査結果を性・

年代別のモノグラフとしてインターネット上で公開した。平成 23 年 7 月までの第 7

次調査の中間データについてもデータ確認および修正を行い、インターネット上にモ

ノグラフを公開した。  

②地域高齢者における高次生活機能低下の関連要因の検討：多重ロジスティック回帰

分析を用いて 2 年後の高次生活機能の低下の関連要因の検討したところ，男性では歩

行能力に問題があること，女性では子供や孫などと同居していることが高次生活機能

の低下に関連していた。高齢者の身体的な能力や生活環境がその後の高次生活機能の

低下に関与していた。  

③内灘町研究－高齢者の介護予防の方策に関する疫学的研究：地域包括支援センター

が行う生活機能基本チェックシートにより選定される特定高齢者候補者 (883 例 )の以

後 2 年間の要支援・要介護認定率は、これ以外の高齢者に比し odds 比 2.64 に上り、

介護予防サービスが必要な例をある程度的確にとらえていると考えられる。またこの

特定高齢者候補者のうち受診を契機とし介護予防サービスを受給しえた例は約 3 分

の１と少ないものの、受給例では非受給例に比し、以後 2 年間の要支援・要介護認定

率は odds 比 0.53 と良好な介護予防効果が認められた。  

④隠れ肥満と生活習慣病に関する 10 年間の縦断的解析：出生コホート別の解析では

隠れ肥満は女性では 60 歳代ぐらいまで緩やかに増加し、それ以降減少した。中年で

軽度若い年代で有病率は低下した。男性では 30 歳ぐらいまで増加し、その後有病率

は徐々に低下し、70 歳以降は急激に減少した。男性では女性に比較しより明確なコ

ホート効果が存在し、中年期で若い年代で有病率が低かった。10 年間の観察期間中

に新たに糖尿病、高血圧、脂質異常症を発症するリスクを非肥満者と隠れ肥満と比較

検討した。1930 年代以前生まれの女性コホートの糖尿病発症以外で、男女ともすべ

ての生活習慣病発症で隠れ肥満は非肥満と比較し有意に高いオッズ比を認めた。特に

1960 年代以降に生まれた若い年代で高いオッズ比を認めた。  
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⑤地域在宅中高齢者の認知機能：MMSE だけによる認知機能の判定では、MMSE23

点以下は 4 人（男 2：女 2）であった。設定した暫定的認知機能判断基準（暫定基準）

では、低下 4 人（男 2:女 2）、軽度低下 12 人（男 5：女 7）、正常 24 人（男 9：女 15）、

保留 34 人（男 16：女 18）となった。74 人の頭部 CT 所見には明かな脳萎縮を認め

なかった。MMSE23 点以下の 4 人は全例が暫定基準でも軽度低下と判定された。今

回行った神経心理検査は、MMSE では検出できない早期の注意・遂行機能の低下を

検出することが可能であり、地域住民の認知機能を評価する上で有用であると考えら

れた。解析した全例に臨床的に認知症はなく脳萎縮もない。したがって、少なくとも

「低下」＋「軽度低下」の 16 人に MCI が疑われる。  

 平成 24 年度について  

①国立長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）：平成

22 年 7 月に開始した第７次調査を引き続き実施し、平成 24 年 7 月末に 2,330 人の調

査を終えた。すでに第 1 次から 6 次調査までの調査結果を性・年代別のモノグラフと

してインターネット上で公開しているが、終了した第 7 次調査のデータについてもデ

ータ確認および修正を行い、インターネット上にモノグラフを公開した。  

②地域高齢者における高次生活機能低下の関連要因の検討：重回帰分析を用いて高次

生活機能の 3 年間の変化に関連する要因を検討したところ、男性で 1km 歩行機能が

有意に関連することが示された。男性における高次生活機能の維持には歩行能力が重

要であることが明らかになった。  

③地域在住高齢者の世帯形態別の要支援要介護認定と生活機能との関連：独り暮らし

高齢者では、高齢、認知機能低下、高齢者夫婦世帯例では高齢、手段的・社会的 ADL

低下、糖尿病既往歴、低アルブミン血症、その他世帯例では高齢、栄養障害が、その

後 3 年間の要支援・要介護認定に対する独立有意関与因子となっていた。  

④生活習慣病有病率の 12 年間の縦断的解析：初診時の平均年齢は男性  46.0±9.8 歳、

女性  44.7±10.1 歳で、BMI は男性 23.5±3.1kg/m2、女性は 21.3±3.1kg/m2 であっ

た。高血圧症有病率は男女とも若年でも高齢でも有病率はこの 12 年で大きく低下し

ていた。一方、糖尿病は若年、高齢ともわずかに有病率は増加し、脂質異常症は有病

率がわずかに低下していた。  

⑤地域在宅中高齢者の認知機能・神経学的所見の長期縦断研究：設定した暫定的認知

機能判断基準（暫定基準）では、低下 3 人（男 2:女 1）、軽度低下 12 人（男 6：女 6），

正常 27 人（男 11：女 16）、保留 38 人（男 20：女 18）となった。80 人の頭部 CT

所見には明かな脳萎縮を認めなかった。MMSE23 点以下の 3 人は全例が暫定基準で

も軽度低下と判定された。2 回以上健診に参加したのは、24 人（男 9 人、女 15 人）

であった。24 人中 MMSE が 4 点低下したのは 3 人（男 1 人、女 2 人）のみであった。

暫定基準では、1 人が軽度低下から低下に悪化していた。  
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Ｄ．考察と結論  

 NILS-LSA のデータを用いた解析では、医学、心理、運動、栄養、身体組成などの

分野で成果をあげており、医学調査開始以来、専門学術雑誌への発表や学会発表など

600 件を超える成果発表を行っている。集積されたデータはほとんどすべてモノグラ

フとしてインターネット上に公表している（http://www.nils.go.jp/department/ep/ 

index-j.html）。このように包括的かつ詳細な老化の基礎データの公開は他にほとんど

例のないものである。これらの成果は老化および老年病に関する危険因子の解明、老

年病の予防に今後貢献していくものと期待される。  

 詳細で広範な老化に関するデータの縦断的蓄積はきわめて重要ではあるが、専用の

施設での年間を通しての調査研究は世界的にもほとんど行われていない。日本では大

学や民間企業で、専用の検査センターを使った、このような規模の調査研究を実施す

ることは事実上不可能であり、老化に関する専門的な研究機関でしか行えない、また

行っていかねばならない研究である。  

 この２年間で NILS-LSA において第 7 次調査を終了し、15 年間の縦断データを用

いて老化及び老年病に関する数多くの解析を行った。また分担研究者もそれぞれのコ

ホートで成果をあげることができた。  
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Rates of Life-Style Related Diseases in Japanese Middle-Aged and Elderly 
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屋．（優秀演題賞） 

 15) Nishio N, Teranishia M, Uchida Y, Sugiura S, Fujiko Ando F, Shimokata H, 

Sone M,  Otake H, Kato K, Yoshida T, Tagaya M, Hibi T, Nakashima T: 
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17) 森 山 雅 子 、西 田 裕 紀 子 、丹 下 智 香 子 、富 田 真 紀 子 、坪 井 さとみ、安 藤 富 士 子 、下 方 浩

史：定年退職後の就労と心理的健康の変化との関連．日本発達心理学会、2012 年 3 月
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19) 丹 下 智 香 子 、西 田 裕 紀 子 、富 田 真 紀 子 、森 山 雅 子 、坪 井 さとみ、安 藤 富 士 子 、下 方 浩

史：成人後 期の主観的幸福感と日常生活活動 能力の関連に対する家族内役割の影響 ．

日本発達心理学会、2012 年 3 月 9 日、名古屋． 

 20) 秋下雅弘 , 江頭正人 , 荒井秀典 , 神崎恒一 , 葛谷雅文 , 荒井啓行 , 高橋龍太郎 , 江
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 28) 井 澤 幸 子 , 広 瀬 貴 久 , 長 谷 川 潤 , 榎 裕 美 , 葛 谷 雅 文 ．介 護 福 祉 施 設 (特 別 養 護 老 人
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中高年者の抑うつに及ぼすアミノ酸摂取量の影響－地域住民における縦断的解
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 11) 松井康素、竹村真里枝、原田敦、安藤富士子、李成喆、下方浩史：地域在住中高

齢者の膝関節痛と膝伸展筋力の関連．第４回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科

学会総会、2012 年 7 月 19 日、宜野湾．  

 12) 下方浩史：中高年者の栄養と運動－長期縦断疫学研究から．シンポジウム「成人
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 13) 丹下智香子、西田裕紀子，富田真紀子，坪井さとみ，福川康之，安藤富士子，下
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 15) 幸篤武、李成喆，小坂井留美，金興烈，安藤富士子，下方浩史：中高年男性にお

ける余暇身体活動強度と血清遊離テストステロン濃度の関連．第 67 回日本体力

医学会大会、岐阜、2012 年 9 月 15 日．   

16) 富田真紀子、西田裕紀子，丹下智香子，安藤富士子，下方浩史：中高年者のワー
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18) 金興烈、李成喆、幸篤武、小坂井留美，安藤富士子，下方浩史：中高齢者の歩幅
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19) 小坂井留美、安藤富士子，金興烈，李成喆，  幸篤武，下方浩史  運 動 経 験 の

ない中高年者における運動習慣開始の要因．第 67 回日本体力医学会大会、岐阜、
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20) 松井康素、竹村真里枝，原田敦，安藤富士子，下方浩史：ロコモティブシンドロ

ームチェック項目と SF36 身体機能との関連．第 14 回日本骨粗鬆症学会、新潟、
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26) 大塚礼，西田裕紀子，丹下智香子，加藤友紀，安藤富士子，下方浩史：血清中の
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